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学生が自ら知識を身につけ、その知識を活用

する力を身につける授業として、BRD とルー

ブリック評価を活用した授業を実施した。BRD
法は、授業の時間内に受講生にレポートを書か

せる授業である。この方法により、学生が集中

して授業に取り組み、教科に対する知識が深ま

ることが明らかとなった。また、ルーブリック

を用いてレポートを評価することから、学生が

レポートの改善点を理解することができ、学生

のやる気が出ることが明らかとなった。さらに、

ルーブリック評価により採点に対する学生から

の信頼が得られることが明らかとなった。 
 
キーワード：BRD、当日レポート、参加型学習、

ルーブリック、レポート評価 
 
 
１．緒言 

大学の授業において，教員が学生に一方的に

情報を伝達する講義法が用いられてきたが，単

調で一方的な情報提供になりやすく、学生は受

け身になってしまうことから、私語、居眠り、

遅刻などの弊害が指摘されている。さらに、学

生の学習能力の多様化が進んだことにより、一

方的な講義では全く授業についていけない学生

が出るなど、講義の弊害が大きくなっている。 
このような状況から、講義法に変わる教育方

法として、学生参加型の学習方法が取り入れら

れるようになってきた。学生参加型の授業方法

には、共同学習法１）、三方向授業２）、当日ブリ

ーフレポート授業（BRD）３）、PBL 学習法４）、

LTD話し合い学習法５）、分節化授業３）、橋本メ

ソッド６）などがある。また、それぞれの方法で

は、ディスカッション、ダイアログ、ディベー

ト、KJ 法などの各種グループワークの手法が

取り入れている。 
今回は、講義の時間内に受講生にレポートを

書かせる BRD とレポートの評価にルーブリッ

ク評価を取り入れた授業を行い、その学習効果

について検証したので報告する。 
 
２．授業方法 

２－１．BRD（Brief report of the Day）授業 

BRD 授業は、授業の時間内に受講生にレポ

ートを書かせる授業である。BRD では、表 1
に示した手順で授業を進める。 
 BRD では授業の準備段階が非常に重要であ

る。受講生に身につけてもらいたい知識が記載

された資料（論文等）を準備し、適切なテーマ

を設定することが不可欠である。授業準備を失

敗すると授業の効果が得られない。 
授業の90分は次の4つの段階をで進行する。

なお、資料は前週に配付しておき予習をさせて

おく。 
(1)テーマの確認：教員がテーマを板書する。 
(2)構想：レポート用紙を配布し 15 分間の考

慮・構想時間を与える。この時間で、受講

生はテーマに沿って資料を読み込み、レポ

ートの構想を練る。この時間は、授業内の

「予習」でもある。関連する知識の活性化

をはかり、学習へ動機づける機会となって

いる。 
(3)情報収集：教員は通常の講義と同じように

説明を行う。講義は板書、学生への発問、

指名、教材提示など、必要に応じて自由に

展開する。また、受講生同士が話し合う機

会も設ける。 
 (4)執筆:：当日レポート(BRD)の執筆。教員は

この間、机間巡視し、質問があれば回答す

る。 
 
 
表1 BRD授業の手順 

学生の学習活動

１．テーマの確認 ５分 今日のテーマを確かめる

２．構想 １５分 資料を参照して、レポートの内容を考える

３．情報収集 ３０分
・教員の講義を聞く
・受講生同士で話し合い
・疑問点を質問する

４．執筆 ４０分 レポートを完成させ提出する

段階
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２－２．ルーブリック評価 

 この授業では受講生のレポート全てに細かく

コメントを記入し、評価点を付けていたが、採

点が主観的になること、評価基準が学生に伝え

られないこと、時間がかかること、など多くの

不都合が生じた。そこで、ルーブリックを使用

して評価を行うこととした。 
ルーブリック評価は学生の学習到達状況を評

価するための評価基準のことである。今回は、

｢知識・理解｣、｢記載内容の適切性｣、｢文章表現｣、

｢分量｣の4つの評価項目について、到達レベル

を A・B・C の 3 段階で評価するルーブリック

表を作成し評価した。また、一部はテーマ合わ

せたルーブリック表も作成した。 
 
３．BRD授業法の実践 

 BRD 授業法は、経営社会学科 2 年次生に開

講されている｢循環型社会論｣で実施した。テキ

ストは使用せず、毎回、テーマに関係した資料

（論文等）を使用した。 
 この授業は「持続可能な資源利用を促進し、

循環型社会の考え方の修得」をテーマとし、資

源循環型社会における企業経営のあり方を理解

できる能力を身につけることを目標として開講

している。 
BRD授業法は、2014年度から実施しており、

今年で 4 年目になる。成績は毎回のレポート

70%、最終試験30％で評価している。 
 
４．BRD授業法の学習効果と課題 

４－１．BRD授業法の実施結果 

 BRD 授業の効果を検証するため、15 回目の

授業時にアンケート調査を行った。質問項目は

以下の通りである。質問 1：国籍、質問 2：講

義方式と BRD 方式ではどちらが知識が身につ

くと感じたか、質問 3：授業中はどの程度集中

していたか、質問 4：予習はしましたか、質問

5：文章を読む力、理解する力は身に付きまし

たか、質問 6：文書作成能力は身に付きました

か、質問 7：循環型社会に関する知識は身につ

きましたか、質問8：BRDの課題の難易度はど

の程度でしたか、質問 9：意見、感想を記入し

て下さい。なお，質問に対する回答は評価が低

い場合を1として、1から6の6段階で評価し

てもらった。 

 回答した受講者は2014年度から2016年度の

3 年間の受講者は 57 名であり、日本人学生が

31 名、中国人学生が 15 名、韓国人学生が 11
名であった。なお、2017年度については発表時

にデータを追加する。 
｢講義方式と BRD 方式ではどちらが知識が

身につくと感じたか｣という質問に対する回答

結果を図1に示した。国籍に関係なくほぼ同じ

傾向を示し、BRD 授業の方が身についたと感

じている学生が多いことが明らかとなった。 
6 段階の評価のうち、5 と 6 の回答数を合計

して評価が高いとして算出した結果を図2に示

した。その結果、｢集中していた｣と回答した受

講生が 6 割を超えていた。また、｢予習をしま

したか｣という質問への回答以外は 4 割以上の

受講生が BRD は効果があると答えていた。な

お、2 割程度の受講生しか予習をしていないこ

とは今後の課題である。日本人学生と日本人以

外の学生を比較したが、違いは認められなかっ

た。 
 一方、自由記述欄には｢BRD方式は、学んだ

知識を自分で整理してまとめることができるの

で、とても良い方法だと思う｣、｢資料を読んで 
 

 
図1 講義とBRDはどちらか知識が身につくか 
 

 
図2 各質問に対して5と6に回答した学生の割合 
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まとめることは難しく感じた｣、｢講義を聞いて

ノートを取るだけよりも、BRD 方式の方が集

中できた｣、｢レポートに評価が付くのでやる気

も起きた｣など、肯定的な記述も多く、本学習方

法は効果が高いことが示された。 
 

４－２．BRDとルーブリック評価の効果と課題 

BRD とルーブリック評価を活用した授業の

効果をまとめると以下のようなことが明らかと

なった。 
①BRD は授業の到達目標が当日レポートのテ

ーマという形をとるため、受講生が学ぶ内容

を理解しやすい。 
②「書く」という作業により、受講生が主体的

に取り組むことから、受講生は「授業に参加

している」という実感を得やすい。 
③受講生の反応がレポートとして集約されるた

め、教員は受講生の理解度を確かめることが

できる。 
④受講生の集中度が上がり、私語や居眠りはほ

とんどない。 
⑤90 分を 4 段階にブロック化して進めるため、

教員からの情報提示量が制限されるが、受講

生は集中して学ぶことができる。 
⑥ルーブリック評価により、評価基準が明確に

示されることから、レポートの改善点が明ら

かとなり、学生のやる気が出る。 
⑦ルーブリック評価により、客観性を保つこと

ができるため、採点結果が受講生から信頼さ

れる。 
⑧読む力、書く力を身につけることができる。 
➈極めて単純な手順であり、ワークショップの

経験が無い教員でも活用できる。 
 一方で、この授業を実施することにより、以

下のような課題が明らかとなった。 

①教授したい内容やレベルに完全に合致した資

料を探すのが難しい。 

②受講生に提示する資料とテーマを失敗すると、

学びの質を保つことができないので、事前準

備に時間と細心の注意が必要。 

③予習をしてこなかった受講生は理解度が低く

なる傾向がある。 

④知識はあっても作文能力が低い受講生は点数

が低くなる。 

⑤ルーブリック評価表は作成に時間がかかる。 

５．結語 

大学では、知識を身につけることも必要であ

るが、それにもまして、知識を活用する知恵や

学び方を身につけることが重要である。参加型

学習は、能動的な知識の習得を目指しており、

その過程で学生は、「創造的な思考や問題解決能

力」、「自己管理能力」、「対人技能」、「コミュニ

ケーション能力」など、多くの能力を身につけ

ることができる。 
しかしながら、授業で参加型学習を行う場合

には、周到な事前準備を行う必要があるだけで

なく、授業中もしっかりとファシリテーション

を行わなければならない。参加型学習の経験が

少ない教員にとっては大きな負担となるだけで

なく、授業自体を失敗してしまう可能性がある。

また、大人数の授業では、参加型学習を行うこ

と自体に困難を伴う。 
 今回実施した BRD とルーブリック評価を活

用した授業は、きわめて単純な手順で受講生の

参加を促すことができ、かつ学習効果が高い方

法である。BRD とルーブリック評価を活用し

た授業は、参加型学習の経験が少ない教員でも

取り入れることができ、大人数の授業でも行う

ことができる。また、受講生は授業科目に関す

る知識だけでなく、多くの能力を身につけるこ

とができる学習方法である。今後、多くの授業

で取り入れられることを期待したい。 
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吉備国際大学 社会科学部

経営社会学科 井 勝 久 喜

提案の目的

参加型学習を実践し、学習効果を得るためには、

教員に参加型学習に対する知識と技能が必要である。

BRDとルーブリック評価を活用した授業方法は、

参加型学習の経験が少ない教員でも実施することが

でき、かつ大人数授業でも活用することができる。

また、この授業方法は受講生に知識だけでなく、自

ら学ぶ力も身につけさせることができることが明ら

かとなったので、多くの授業で活用していただきた

いと思い、提案させていただく。
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参加型学習の課題

★ 教員にファシリテーション能力が必要

★ 教員に参加型学習の知識と経験が必要

★ 授業準備に時間と労力が必要

★ 大人数授業での実施が難しい

★ 知識習得が必要な科目には向かない

★ 学生に敬遠される

★ 学生の質により状況が変化する

★ 学生の成績評価が難しい

ＢＲＤ授業

ＢＲＤ授業のねらい
①講義の目標を明確にする（課題明示）
②一斉授業の中に、個別学習の要素を位置づける（個別化）
③学生の声を汲み上げて授業に反映する（双方向性）
④説明時における情報伝達を円滑にする（私語抑制効果）
⑤当日の授業に出席する必要性を生み出す（出席促進効果）
⑥９０分間を分節化して変化を付ける（ブロック化）
⑦限られた時間で一定量の文章をまとめる（文章力養成）
⑧いつでも誰でもどこででも手軽に使える（実用性）

Brief Report of the Day（当日ブリーフレポート）

授業の冒頭で発表されたレポートのテーマについて、
本や資料、教員への質問などを通して情報収集した
後に、授業時間内でレポートを執筆する。

宇田光｢大学講義の改革｣北大路出版（２００５年）
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ＢＲＤ授業の実践

実践科目 ：循環型社会論

対象学年 ：２年

使用テキスト： なし（資料・論文等配布）

学習課題 ：毎回課題資料を配布

受講者数 ：２０１４年度 １４人

２０１５年度 ３０人

２０１６年度 １７人

２０１７年度 ２８人

前週に課題教材の配付

予 習

テーマの確認

構 想

情報収集（教員の講義等）

レポート作成

授業での活動

ＢＲＤの成否は
課題で決まる

予習が不可欠

改良型ＢＲＤ授業の手順

（５分）

（１５分）

（３０分）

（４０分）

教材を読んで
レポート内容を考える

教員の講義・質問
受講生同士の話し合い

指定時間まで
教室を出てはいけない
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循環型社会論レポートテーマ
回 ＢＲＤレポート課題
１ 自然界の循環と人間社会の関係性について述べなさい
２ 循環型社会を作るために必要な経済システムを考察しなさい
３ 産業廃棄物を適正に処理するための政策を考えなさい
４ ペットボトルはリサイクルすべきかすべきでないか
５ 枯渇性資源の今後について考察しなさい
６ 再生可能エネルギーの今後の展望について論じなさい
７ ファクターＸのメリットとデメリットについてまとめなさい
８ エコロジカルフットプリント指標の課題と展望
９ カーボンフットプリントを市民に認知してもらう方法の提案

１０ 論文｢循環型社会形成推進基本計画への視点｣の要約
１１ リサイクル法制度の課題と課題解決策について論じなさい
１２ サービサイジングの課題と展望
１３ 論文｢持続可能社会と循環｣の要約
１４ あなたが考える｢持続可能社会｣を論じなさい
１５ 授業全体の振り返り

提出されたＢＲＤレポート
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ルーブリック
学習到達度を示す評価基準を、評価の観点と
評価尺度からなる表として示したもの

ルーブリック評価の特徴
★ 公平で、客観的な評価が可能
★ 学生が自らの位置を自覚できる
★ 学生がより高い次元を目指そうと意欲的に学ぶ
★ 迅速なフィードバックで学習が促進される
★ 教員の教える目標が明確になる
★ 身につけて欲しい知識や能力が学生に伝わる
★ 教員の教育技法が向上する
★ レポート、グループワーク、ポートフォリオ、

プレゼンテーション等の評価に活用できる

ダネル・スティーブンス、アントニア・レビ｢大学教員のためのルーブリック評価入門｣玉川大学出版部（2014年）

ルーブリック評価表
評価項目 期待通り（Ａ） 発展途上（Ｂ） 要改善（Ｃ） 評価

知識・理解

□授業に出てきた用語の意味
が理解できている。

□資料の内容が理解できてい
る。

□教員の説明・解説が理解で
きている。

□一部理解できていない用語
がある。

□資料の内容が一部理解でき
ていない。

□教員の説明・解説が一部理
解できていない。

□用語がほとんど理解でき
ていない

□資料の内容がほとんど理
解できていない。

□教員の説明・解説がほと
んど理解できていない。

記載内容の適切性

□課題が求めている問いに適
切に答えている。

□資料の内容が理解できてい
て、内容に齟齬がない。

□学習した内容に対して適切
な考察が出来ている。

□課題が求めている問いに答
えているが、内容が不足し
ている。

□記載内容の一部に間違いが
ある。

□学習した内容に対する考察
が弱い。

□課題が求めている問いに
答えていない。

□記載内容に大きな間違い
がある。

□学習した内容に対する考
察が全く出来ていない。

文章表現

□論理的で分かりやすい文章
表現となっている。

□文法的に正しい文章となっ
ている。

□述べたいことが適切な言葉
で記載されている。

□論理的ではあるが文章が分
かり難い表現となっている。

□一部文法的に間違いがある
文章となっている。

□述べたいことが適切な言葉
で記載されていない。

□全体を通して論理がばら
ばらである。

□文法的にも間違いが多く、
文意が理解できない。

□述べたいことが分からな
い。

分量
□文章が3/4ページ以上記入
されている。

□文章が2/4～3/4ページ記
入されている。

□文章の記入量が1/2ペー
ジ以下である。

コメント



6

：講義方式とＢＲＤ方式では、どちらが知識が身につくと感じましたか？
：授業中はどの程度集中していましたか？
：予習はしましたか？
：循環型社会に関する知識は身につきましたか？
：ＢＲＤの課題の難易度はどの程度でしたか

0
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35

1 2 3 4 5 6

振り返りアンケート結果（人）

回答者数：85人

講義方式とＢＲＤ方式では、
どちらが知識が身につくと感じましたか？

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

1 2 3 4 5 6

全学生 日本人学生 日本人学生以外

（％）

回答者数
全 学 生 ：８５人
日 本 人 学 生 ：３８人
日本人学生以外：４７人
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全学生 日本人学生 日本人学生以外

授業中はどの程度集中していましたか？

（％）

回答者数
全 学 生 ：８５人
日 本 人 学 生 ：３８人
日本人学生以外：４７人

成績
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授業平均点

総合平均点

（点）

国籍 人数
授業点 総合点

平均点 最高点 最低点 平均点 最高点 最低点

全学生 87 48.1 70 19 77.3 100 35

日本人 40 53.8 69 22 84.6 100 44

中国人 31 38.5 70 19 65.8 100 35

韓国人 13 54.0 66 36 85.0 100 63

日本人以外 47 43.2 70 19 71.1 100 35
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ＢＲＤ授業参加学生の声

★ この授業を取って良かったと思う。循環型社会に関する知識
が広がった。（インドネシア）

★ 知識を理解するのには良い。自分には難しかった。（中国）
★ このやり方はとても身になった。レポートを自分で書いたも

のを読んだときも、なんでこんなことを書いたんだと思った
りして、半年を通してとても成長したと思います。（日本）

★ 自分で調べて意見を言ったりするのはやっぱり限りがありま
す。ある程度先生がやって欲しいです。（韓国）

★ 先生の聞きたいことと、自分の話したいことが合わないとき
もあった。タイトルを分かりやすくしましょう。（韓国）

★ ＢＲＤ方式は、学んだ知識を自分で整理してまとめることが
できるので、とても良い方法だと思う。（日本）

★ 講義を聞いてノートを取るだけよりも、ＢＲＤ方式の方が集
中できた。レポートに評価が付くのでやる気も起きた。
（日本）

まとめ
★ 集中度が高く、眠る学生はほとんどいなかった
★ 欠席するとレポート点が下がるので、欠席が少ない
★ 自分で新しいことを学ぶ学生もいた
★ 学生は、授業科目に関する知識だけでなく、学ぶ力

をはじめ読む力、書く力を身につけることができる
★ テーマを示すことにより、授業の到達目標を明確に

することができる
★ ルーブリックの活用により、採点が客観的に行える
★ ルーブリックの活用により、学習意欲が向上する
★ ルーブリックの活用により、フィードバックが楽に

なる
★ ワークショップと違い教員の能力が影響しにくい
★ 適切なテーマ設定と資料選びが重要である
★ 学生に予習をさせることが課題である




